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平
成
30
年　

中
土
佐
町
議
会

12
月
定
例
会
・
第
３
回
臨
時
会

議
審

案
議

一般会計補正予算を訂正
移住体験住宅整備工事費を減額

　

平
成
30
年
12
月
定
例
会
が
、
12
月
７
日
か
ら
14
日
ま
で
の

８
日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
日
の
７
日
に
は
、
町
長
の
行
政
報
告
、
議
案
の
提
案

理
由
説
明
、
委
員
会
の
活
動
報
告
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

11
日
／
12
日
は
一
般
質
問
（
Ｐ
５
か
ら
関
連
記
事
）
が
行

わ
れ
、
７
人
の
議
員
が
町
の
課
題
を
執
行
部
に
問
い
ま
し
た
。

　

14
日
に
は
議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
、
町
長
提
出
の
議
案
10

件
を
可
決
、
１
件
を
同
意
と
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
委
員
会

提
出
の
「
公
共
事
業
等
に
お
け
る
国
産
材
（
地
域
材
）
の
利

用
推
進
を
求
め
る
意
見
書
」「
傍
聴
規
則
の
一
部
改
正
」
を
可

決
し
閉
会
し
ま
し
た
。

　

12
月
定
例
会
に
先
立
つ
11
月
５
日
に
は
第
３
回
臨
時
会
が

行
わ
れ
、
上
ノ
加
江
公
民
館
撤
去
工
事
費
に
ア
ス
ベ
ス
ト
の

処
理
費
な
ど
１
２
９
万
円
が
追
加
さ
れ
た
一
般
会
計
補
正
予

算
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

「
議
案
第
59
号
の
訂
正
の

件
」
は
、
12
月
定
例
会
開
会

日
に
提
出
さ
れ
た
「
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
６
号
）
」

に
計
上
さ
れ
て
い
た
移
住
体

験
住
宅
事
業
関
連
予
算
（
補

正
分
）
を
減
額
す
る
も
の
だ
。

　

こ
れ
は
旧
風
工
房
の
建
物

一
般
会
計
補
正
予
算

の
訂
正　
　
　
　
　

を
移
住
体
験
住
宅
（
２
戸

１
８
０
０
万
円
）
に
改
修
す

る
目
的
で
当
初
予
算
に
計
上

さ
れ
て
い
た
も
の
だ
。
こ
れ

に
今
回
の
補
正
で
６
１
７
万

円
が
増
額
さ
れ
工
事
費
が
２

４
１
７
万
円
（
２
階
部
分
に

住
宅
１
戸
）
と
な
る
と
い
う

も
の
だ
っ
た
。

　

予
算
案
提
出
後
の
全
員
協

議
会
で
、
議
員
か
ら
「
こ
の

金
額
で
あ
れ
ば
２
軒
を
新
築

㈱
Ｓ
Ｅ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

経
営
状
況
の
報
告
に
質
疑

　

「
報
告
第
12
号
株
式
会
社

Ｓ
Ｅ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
経

営
状
況
の
報
告
に
つ
い
て
」

に
対
し
質
疑
が
行
わ
れ
た
。

　

採
決
が
な
い
「
報
告
」
に

は
、
本
来
質
疑
は
行
わ
な
い

が
、
地
方
自
治
法
施
行
令
に

規
定
す
る
事
業
計
画
等
の
書

類
の
提
出
が
な
か
っ
た
た
め
、

議
員
か
ら
の
申
し
入
れ
に
よ

り
行
わ
れ
た
。

　

議
員
か
ら
は
書
類
の
提
出

が
な
か
っ
た
理
由
、
㈱
Ｓ
Ｅ

Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
運
営
に

携
わ
る
「
鰹
乃
國
水
産
」
の

勘
定
科
目
を
問
う
質
疑
が
あ

っ
た
。
執
行
部
か
ら
は
、
未

提
出
の
書
類
は
、
株
主
総
会

の
承
認
を
得
て
い
な
い
と
答

弁
が
あ
っ
た
。
「
鰹
乃
國
水

産
」
の
勘
定
科
目
の
件
に
は
、

明
確
な
答
弁
が
な
か
っ
た
。

で
き
る
の
で
は
な
い
か
」
等

の
懸
念
の
声
が
相
次
い
だ
。

執
行
部
も
検
討
不
足
が
判
明

し
、
再
考
の
必
要
が
あ
る
と

判
断
し
た
も
の
だ
。

　

議
員
か
ら
の
異
議
は
な
く
、

訂
正
は
許
可
さ
れ
た
。

移
住
体
験
住
宅

　
移
住
希
望
者
に
対
し
移
住

前
に
「
田
舎
暮
ら
し
」
を
体

験
し
て
も
ら
う
住
宅

全
員
協
議
会

　
議
案
の
審
査
、
ま
た
は
議

会
運
営
等
の
協
議
・
調
整
を

行
う
た
め
の
場

＜最初に提案されていた移住体験住宅への改修の予算＞

２階　移住体験住宅

補正後
（工事請負費2417万円）

２階　移住体験住宅

当初予算
（工事請負費1800万円）

１階　移住体験住宅

　町が出資した法人の経営状況の議会への報告
地方自治法第243条の３第２項
～略～　法人（注１）について、毎事業年度、政令で定
めるその経営状況を説明する書類（注２）を作成し、こ
れを次の議会に提出しなければならない。

地方自治法施行令第173条第１項（政令）
～略～　経営状況を説明する書類は、当該法人の毎事
業年度の事業の計画及び決算に関する書類とする。

（注１）
地方公共団体が２分の１以上出資している株式会社　他

（注２）
【名古屋市への自治省（現総務省）からの回答（S38.5.21）】
１事業年度開始前のものは事業計画、予算等に相当する
書類。事業年度終了後のものは貸借対照表、損益計算書、
事業報告書に相当する書類。

２事業計画、予算等は法による作成義務はないが、拒否
されたときは、長は、これに代わる書類の提出を求め、
または自ら調査すべきである。

３総会取締役会等の承認を得たものでなければならない。
　（名古屋市の問い合わせと自治省の回答を混在させて概要を掲載）

経
営
状
況
の
報
告
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移住体験住宅への改修が計画されている旧風工房。左下が道の駅に移転した現在の風工房

　
議会傍聴規則の改正

　今までは、傍聴においでの方に「傍聴人受付簿」
に、お名前・ご住所を記入していただいていたも
のを、個人情報保護の観点から、今後は「傍聴人
受付票」に記入の上、受付箱に投函していただく
ように改められました。

　
公共事業等における国産材（地域材）

の利用推進を求める意見書
　昨今、木材利用の形態の変化や木材価格の低迷
により、森林所有者による適切な管理がなされな
い森林が増え、森林の持つ機能を保つことが難し
くなっています。こうした中、木材利用拡大のた
め、国産材の利用による林業・木材産業の再生に
は更なる取り組み、推進の強化が必要になってい
ます。ＣＬＴの普及などの新たな技術により、木
造建築の可能性は高まっており、公共事業等での
木材活用をさらに推進し先導することが求められ
ています。
　このため、木材利用促進のための施策を講じる
よう地方自治法の規定により、国に対し意見書を
提出したものです。　

議会はどなたでも傍聴できます
３月定例会日程（予定）

３月 5 日（火）　行政報告・委員会報告
　　　　　　　 　議案の提案理由説明 他
３月11日（月）　一般質問
３月12日（火）　一般質問
３月14日（木）　議案等の採決 他

※日程は、変更になることがありますので、ご注意ください。
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≪第３回臨時会の主な議案と議員の賛否≫ ○・・賛成　●・・反対　／・・議長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議　員　名
　　
　審議した議案等

黒
原　

昭
一

山
本　

建
生

山
下
世
仁
子

岡　

伊
三
男

本
井　

康
介

松
下　

裕
之

下
元　

道
夫

佐
竹　

敏
彦

窪
田　

和
教

高
橋　

雄
造

福
永　

守
恭

中
城　

重
則

可
　
　
　
否

平成30年度一般会計補正予算（第5号）
※教育費129万円を増額するもの ○○○○○○○○●○○ 可

決

しました。賛成・反対私は、

≪12月定例会の主な議案と議員の賛否≫
辺地に係る総合整備計画の変更
※平成29年作成の大野見北地区に関係する計画に農道整備と四万十源
流の里の施設改修を追加するもの

○○○○○○○○○○○ 可
決

公共施設移転等事業 移転用地整備工事請負変更契約の締結
※法面や河川護岸への安全対策の追加、国道接続部の構造変更等によ
り1520万円を増額し、8億2156万円で契約するもの

○○○○○○○○○○○ 可
決

非常勤特別職の報酬・費用弁償条例改正
※文化庁から「記録作成等の措置を講ずべき無形の民俗文化財」に指定
された「久礼八幡宮御神穀祭」の記録作成等のため組織する委員会委
員の報酬を定めるもの

○○○○○○○○○○○ 可
決

一般職の職員給与条例改正
※人事院勧告、国・県の取り扱いに準じ改定するもの ○○○○○○○○○○○ 可

決
文化財保護条例の全部改正
※指定・解除要件、管理義務や保存への指導助言などの取扱いを整備
し、文化財保護の体制を整えるもの

○○○○○○○○○○○ 可
決

平成30年度一般会計補正予算（第6号）
※災害復旧費等2億546万円を増額するもの ○○○○○○○○○○○ 可

決
平成30年度国民健康保険特別会計補正予算（第2号）
※保険給付費5600万円を増額するもの ○○○○○○○○○○○ 可

決
平成30年度農業集落排水事業特別会計補正予算（第2号）
※歳入歳出それぞれ80万円を増額するもの ○○○○○○○○○○○ 可

決
平成30年度介護保険特別会計補正予算（第2号）
※歳入歳出それぞれ138万円を減額するもの ○○○○○○○○○○○ 可

決
平成30年度簡易水道事業会計補正予算（第1号）
※水道事業費用8万円を増額し、資本的収入2万円を減額するもの ○○○○○○○○○○○ 可

決

教育委員会の委員の任命（中沢建夫氏） ○○○○○○○○○○○ 同
意

議会に対するご意見などを
募集しています。 

　ご意見やご感想など500字以内で、郵送で
ご投稿ください。

 

会議録をご覧いただけます。 議員出張懇談会
　10人程度以上の参加が見込める団体やグルー
プで、議員との懇談の希望があれば、町内どこ
へでも出張いたします。
　ご希望がある場合は、お問い合わせください。

議員がどこへ
でも出張する

　インターネット中継映像や音声は公式記録では
ありません。また「議会だより」は概要のみを掲
載しています。公式記録は会議録をご覧ください。
会議録は議会事務局、または中土佐町ホームペー
ジから議会のページに進むとご覧いただけます。

お問い合わせなどはこちらへ
中土佐町議会事務局  　　〒789-1301 中土佐町久礼6602-2
TEL52-2410　FAX52-4850　E-mail gikaijimu@town.nakatosa.lg.jp

議会の様子をスマホやパソコンで
　スマートフォンやパソコンで議会
の様子が視聴できます。平成28年以
降の過去の映像もご覧いただけます。
※データ通信料の契約が定額制（使い放題）でない場合は、

高額請求される場合がありますのでご注意ください。
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一 般 質 問
〜町政を問う〜

山本　建生 ･････P ６
■長沢川の防災対策は
■避難タワーは大丈夫か

下元　道夫 ･････P ７
■大野グラウンドの再整備構想の
　再検討を
■各漁協の振興策は

窪田　和教 ･････P ８
■町の森林資源を生かせ
■がけ崩れ対策に町補助を

高橋　雄造 ･････P ９
■堤防の補強工事は
■国土調査の状況は

　12月11日／12日の２日間、一般質問が
行われ、７人の議員が防災対策、水産業
の振興、道の駅の運営など町の諸問題を
取り上げました。

福永　守恭 ･････P10
■まち・ひと・しごと総合戦略に
　おける農林漁業の評価結果は
■企業・事業所に支援を

本井　康介 ･････P11
■道の駅の今後の展開は
■大野グラウンドの再整備計画に
　不安要素

佐竹　敏彦 ･････P12
■道の駅、温泉の活用を
■通学生にヘルメットを

※一般質問とは、議員が町の行財政全般にわたって、町長など
に対し疑問点をただし、所信の表明を求めるものです。

No.52（平成31年２月）中土佐町議会だより5



問
長
沢
川
に
隣
接
し
て
、
住

宅
が
あ
る
し
、
農
業
ハ
ウ

ス
・
工
場
も
あ
る
。

　

川
が
氾
濫
し
た
ら
Ｊ
Ｒ
の

線
路
か
ら
上
流
域
が
浸
水
す

る
。
防
災
は
非
常
に
重
要
だ
。

　

久
礼
中
学
校
の
裏
山
が
崩

れ
る
心
配
を
し
て
い
る
。
崩

れ
た
ら
川
を
せ
き
止
め
る
危

険
が
あ
る
。
隣
接
地
で
は
保

育
所
の
用
地
造
成
を
し
て
い

る
が
影
響
は
な
い
か
。
ま
た
、

か
な
り
の
部
分
で
ヨ
シ
が
生

え
河
床
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

　

山
や
ヨ
シ
の
状
況
を
ど
う

把
握
し
て
い
る
か
。

鍋
嶋
建
設
課
長
久
礼
中
学
校

北
側
斜
面
は
以
前
に
崩
壊
し
、

県
が
復
旧
・
治
山
・
護
岸
整

備
工
事
を
実
施
し
た
。
定
期

点
検
も
実
施
し
て
お
り
、
崩

壊
リ
ス
ク
は
高
く
な
い
が
、

今
後
状
況
を
注
視
し
て
い
き

た
い
。

　

ヨ
シ
の
除
去
や
災
害
予
防

山 本 建 生
河川水位計の設置を要望

長沢川の防災対策は

避
難
タ
ワ
ー
は
大
丈
夫
か

大
型
カ
ツ
オ
船
の
衝
突
も
考
慮

問
避
難
タ
ワ
ー
は
船
の
直
撃

に
耐
え
ら
れ
る
か
。
液
状
化

の
心
配
は
。
収
容
定
員
・
耐

用
年
数
は
。
老
人
・
障
が
い

者
の
避
難
サ
ポ
ー
ト
は
。

平
田
総
務
課
長
連
絡
橋
を
含

め
津
波
に
耐
え
ら
れ
る
設
計

だ
。
大
型
カ
ツ
オ
船
の
衝
突

も
考
慮
し
て
い
る
。
液
状
化

の
可
能
性
は
低
い
。
収
容
定

員
は
４
０
０
人
で
耐
用
年
数

は
40
年
だ
。
要
支
援
者
の
避

難
は
、
自
主
防
災
組
織
や
地

域
で
の
助
け
合
い
が
重
要
だ
。

地
域
を
挙
げ
て
避
難
す
る
よ

う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

　

余
裕
の
あ
る
人
は
小
学
校

へ
逃
げ
る
よ
う
啓
発
し
て
い

き
た
い
。

問
避
難
タ
ワ
ー
が
安
全
な
ら

「
町
が
責
任
を
持
つ
の
で
地

震
の
時
は
即
タ
ワ
ー
へ
」
と

い
う
意
識
を
つ
く
る
取
り
組

み
が
必
要
で
は
な
い
か
。

池
田
町
長
本
町
の
避
難
タ
ワ

ー
が
最
強
と
思
っ
て
い
る
が
、

逃
げ
ら
れ
る
な
ら
ば
小
学
校

へ
逃
げ
て
い
た
だ
く
の
が
ベ

ス
ト
と
考
え
て
い
る
。

の
維
持
管
理
を
県
に
要
望
し

て
い
る
。

問
今
ま
で
は
（
大
き
な
被
害

は
）
避
け
ら
れ
た
が
、
今
後
、

豪
雨
災
害
の
可
能
性
も
あ
る
。

町
と
し
て
の
対
応
も
必
要
で

は
な
い
か
。

鍋
嶋
建
設
課
長
長
沢
川
は
町

の
地
域
防
災
計
画
に
も
記
載

し
て
い
る
。
左
岸
は
危
険
区

域
に
も
な
っ
て
お
り
、
事
業

導
入
を
県
に
強
く
要
望
し
て

い
る
。
豪
雨
状
況
把
握
の
た

め
の
河
川
水
位
計
の
設
置
も

要
望
し
て
い
る
。

道
の
駅
の
防
災
対
策
は

問
南
海
ト
ラ
フ
地
震
で
は
道

の
駅
に
は
真
っ
先
に
津
波
が

来
る
。
犠
牲
が
出
れ
ば
訴
訟

問
題
の
可
能
性
が
あ
る
。
道

の
駅
の
防
災
体
制
や
避
難
を

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

池
田
町
長
避
難
訓
練
を
や
っ

て
い
る
の
で
迅
速
な
避
難
誘

導
は
可
能
と
考
え
て
い
る
。

ヨシが生い茂り、河床も上がってきた長沢川
（久礼保育所用地造成付近）

そ
の
他
の
質
問

▼
不
要
農
機
具
の
活
用
を設計上は、カツオ船の衝突にも耐えられるとされる

津波避難タワー
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問
久
礼
、
上
ノ
加
江
、
矢
井

賀
漁
協
の
振
興
策
は
。

竹
邑
水
産
商
工
課
長
久
礼
は
、

水
揚
げ
の
90
㌫
以
上
が
カ
ツ

オ
船
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。

現
在
の
５
隻
が
４
隻
に
な
り

そ
う
だ
。
加
え
て
後
継
者
が

い
な
い
船
が
２
隻
あ
る
。

　

上
ノ
加
江
は
漁
獲
高
が
年

々
減
少
し
て
い
る
。
体
験
漁

業
は
順
調
だ
。

　

矢
井
賀
も
後
継
者
不
足
で

あ
り
漁
獲
高
も
減
少
し
て
い

る
。
観
光
釣
り
イ
カ
ダ
は
順

問
大
野
グ
ラ
ウ
ン
ド
再
整
備

構
想
の
経
緯
は
。

今
橋
教
育
次
長
学
校
で
の
ク

ラ
ブ
活
動
等
、
安
全
な
ス
ポ

ー
ツ
活
動
を
行
う
た
め
、
最

低
必
要
な
面
積
を
有
す
る
施

設
整
備
が
必
要
と
考
え
て
い

る
。
関
係
者
か
ら
の
要
望
も

あ
り
企
画
す
る
に
至
っ
た
。

問
レ
ベ
ル
２
（
東
日
本
大
震

災
ク
ラ
ス
の
巨
大
地
震
）
の

南
海
ト
ラ
フ
地
震
で
の
大
野

地
区
の
想
定
津
波
高
は
。

平
田
総
務
課
長
津
波
高
は
13

㍍
と
な
っ
て
い
る
。

再
整
備
構
想
の
再
検
討
を

各
方
面
の
意
見
を
聞
き
検
討

今後とも積極的に行う

各漁協の振興策は

問
現
在
、
高
台
に
あ
る
学
校

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
（
必
要
な

数
の
）
仮
設
住
宅
は
建
て
ら

れ
る
の
か
。

　

一
度
浸
水
し
た
と
こ
ろ
は

建
て
ら
れ
な
い
と
理
解
し
て

い
る
が
。

平
田
総
務
課
長
仮
設
住
宅
は
、

全
て
の
小
中
学
校
で
足
り
る

と
は
当
然
思
っ
て
い
な
い
。

　

集
積
物
等
処
理
を
終
え
れ

ば
、
浸
水
地
で
も
仮
設
住
宅

の
検
討
が
で
き
る
と
思
っ
て

い
る
。

問
（
大
野
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
）

事
業
費
は
、
６
億
７
千
万
円

の
お
金
を
投
資
す
る
。
再
度

住
民
や
議
会
の
意
見
も
聞
き
、

他
の
候
補
地
で
適
切
な
と
こ

ろ
は
な
い
か
。
協
議
し
な
が

ら
進
め
て
い
く
べ
き
で
は
な

い
か
。

岡
村
教
育
長
各
方
面
か
ら
、

の
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
今
後
検
討
し

て
い
き
た
い
。津波で浸水すると予想

されている大野グラウ
ンド（上）と再整備構想
の抜粋（右）
（右写真はグーグル地
図より）

大
野
グ
ラ
ウ
ン
ド

調
に
推
移
し
て
い
る
。

　

漁
業
振
興
策
は
今
後
と
も

積
極
的
に
行
っ
て
い
き
た
い
。

鰹
乃
國
水
産
は

問
平
成
27
年
に
鰹
乃
國
水
産

が
開
業
し
た
。
現
在
は
１
人

体
制
に
な
っ
た
状
態
が
続
い

て
い
る
が
。

竹
邑
水
産
商
工
課
長
鰹
乃
國

水
産
の
加
工
部
門
の
切
り
手

を
募
集
す
る
が
、
な
か
な
か

見
つ
か
ら
な
い
。
販
促
活
動

は
十
分
に
行
っ
て
お
り
、
受

注
に
こ
た
え
る
体
制
が
整
っ

て
い
れ
ば
今
以
上
の
数
値
は

残
せ
た
。
打
開
策
を
検
討
し

て
い
る
。

地
産
地
消
と
外
商
は

問
地
産
地
消
の
売
上
高
、
外

商
の
商
談
成
立
件
数
と
売
上

高
は
。

竹
邑
水
産
商
工
課
長
地
産
地

消
の
実
績
は
合
計
で
１
０
２

４
万
円
だ
。

　

外
商
は
、
こ
れ
ま
で
具
体

的
な
商
談
を
実
施
し
て
い
な

い
。

漁協名 項目 平成28年度
（３月末まで）

平成29年度
（３月末まで）

平成30年度
（11月末まで）

久礼漁協

水揚げ量
（㎏） 569,274 668,303 702,973

水揚げ高
（千円）

341,099 387,288 322,390

カツオの割合が90%以上

高知県漁協
上ノ加江支所

水揚げ量
（㎏） 5,665 6,820 5,023

水揚げ高
（千円） 22,472 21,192 9,597

高知県漁協
矢井賀支所

水揚げ量
（㎏） 7,226 5,744 漁協事務員不

在のため不明

水揚げ高
（千円） 7,833 7,082 2,473

サッカー
ゾーン

野球ゾーン

計画での標高9.0ｍ

レクリエ
ーション
ゾーン　

エントランスゾーン

大野グラウンド

漁協別水揚げ量・水揚げ高

※ただし、久礼、上ノ加江、矢井賀漁協に水揚げされた額です。
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窪 田 和 教

町独自の事業を検討

がけ崩れ対策に町補助を

問
森
林
経
営
管
理
法
は
、
戦

後
の
林
業
政
策
を
根
本
か
ら

変
え
る
内
容
だ
。
受
け
止
め

は
。

西
田
農
林
課
長
前
向
き
に
は

と
ら
え
て
い
る
が
、
人
員
や

ノ
ウ
ハ
ウ
、
森
林
情
報
、
担

い
手
な
ど
不
足
し
て
い
る
も

の
も
多
く
、
安
易
に
取
り
組

め
る
状
況
に
な
い
。

問
林
野
庁
長
官
は
、
「
森
林

所
有
者
に
必
ず
し
も
利
益
の

還
元
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
が

保
証
さ
れ
て
い
な
い
」
と
述

べ
て
い
る
。
町
が
仲
介
し
た

が
、
山
主
に
は
、
は
げ
山
と

固
定
資
産
税
だ
け
が
残
っ
た

と
い
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な

い
。
慎
重
に
進
め
る
べ
き
だ
。

西
田
農
林
課
長
経
営
管
理
の

集
積
計
画
の
策
定
に
は
非
常

に
課
題
が
多
い
た
め
、
慎
重

町
の
森
林
資
源
を
生
か
せ

百
年
の
森
を
つ
く
り
た
い

問
時
間
雨
量
が
１
０
０
㍉
を

超
え
、
そ
れ
も
長
時
間
に
及

ぶ
こ
と
が
各
地
で
起
き
て
い

る
。
家
の
裏
が
崩
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
の
不
安
の
声
を

聞
く
。
所
得
や
年
齢
の
制
限

が
あ
る
が
、
日
高
村
や
四
万

十
町
で
は
独
自
の
小
規
模
な

が
け
崩
れ
対
策
の
制
度
が
あ

り
応
募
が
多
い
。
小
規
模
な

が
け
崩
れ
に
対
応
す
る
町
独

自
の
支
援
策
を
求
め
る
。

鍋
嶋
建
設
課
長
県
の（
事
業
）

採
択
基
準
に
合
わ
な
い
箇
所

で
の
要
望
が
今
ま
で
以
上
に

発
生
す
る
と
推
測
さ
れ
る
。

そ
の
他
の
質
問

▼
予
算
・
入
札
差
金
は

に
取
り
扱
か
っ
て
い
く
。

問
50
年
か
ら
55
年
の
人
工
林

の
皆
伐
を
進
め
る
も
の
だ
。

し
か
し
、
森
と
し
て
よ
み
が

え
る
に
は
50
年
以
上
か
か
る
。

形
だ
け
の
再
造
林
で
は
山
の

荒
廃
や
水
源
涵か

ん
よ
う養
機
能
の
低

下
も
懸
念
さ
れ
る
。
大
野
見

の
木
材
は
全
国
に
誇
れ
る
宝

だ
。
林
業
の
転
換
点
に
立
っ

た
段
階
で
、
本
町
の
森
林
資

源
を
生
か
す
考
え
は
。

池
田
町
長
皆
伐
後
の
再
造
林

に
は
侵
食
被
害
、
シ
カ
の
食

害
の
問
題
も
あ
り
、
慎
重
な

対
応
が
必
要
だ
。
林
業
経
営

は
一
朝
一
夕
に
は
い
か
な
い

の
で
、
い
ま
し
ば
ら
く
考
え

て
い
き
た
い
。

　

町
有
林
も
ず
っ
と
保
全
し

て
い
る
。
百
年
の
森
を
つ
く

っ
て
い
き
た
い
。

山で切られた木材が集められてくる県森連の
共販所　　　　　　　　　　　　　　　　　

豊富な森林資源が眠る本町の山々

町
独
自
で
の
補
助
事
業
が
創

出
で
き
な
い
か
検
討
す
る
。崖が軒先に迫る民家
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高 橋 雄 造

国
土
調
査
の
状
況
は

大
野
見
地
区
は
調
査
済
み

問
森
林
経
営
管
理
法
が
施
行

さ
れ
る
。
（
土
地
の
境
界
が

分
か
ら
な
い
と
い
け
な
い

が
）
国
土
（
地
籍
）
調
査
事

業
の
各
地
区
の
調
査
状
況
は
。

鍋
嶋
建
設
課
長
森
林
経
営
管

理
法
に
関
係
す
る
山
林
部
の

調
査
は
、
大
野
見
地
区
は
調

査
済
だ
。
現
在
の
調
査
は
久

修繕計画に基づき実施

堤防の補強工事は
問
津
波
高
潮
対
策
で
の
堤
防

の
補
強
工
事
の
現
状
と
今
後

の
取
り
組
み
は
。

鍋
嶋
建
設
課
長
笹
場
海
岸
の

補
強
工
事
は
本
年
度
で
事
業

完
了
予
定
だ
。

　

海
岸
堤
防
の
点
検
結
果

は
、
「
要
監
視
」
が
４
カ
所
、

「
予
防
保
全
」
が
５
カ
所
と

な
っ
て
い
る
。
今
後
の
工
事

は
、
点
検
評
価
に
よ
り
策
定

さ
れ
た
各
海
岸
で
の
修
繕
計

画
に
基
づ
き
実
施
さ
れ
る
。

池
田
町
長
海
岸
堤
防
の
保
全

を
粘
り
強
く
県
に
訴
え
、
町

村
会
と
し
て
も
国
土
交
通
省

に
対
し
て
引
き
続
き
声
を
上

げ
て
い
く
。

礼
地
区
の
み
の
実
施
と
な
っ

て
お
り
、
地
区
全
体
の
92
㌫

の
山
林
が
終
わ
っ
て
い
る
。

工事が進む笹場海岸の堤防工事

要
監
視

　
施
設
の
防
護
機
能
に
影
響

を
及
ぼ
す
程
度
の
変
状
は
な

い
が
、
変
化
が
進
展
す
る
可

能
性
が
あ
る
た
め
、
監
視
が

必
要
で
あ
る
も
の
。

予
防
保
全

　
防
護
機
能
に
対
す
る
影
響

に
つ
な
が
る
程
度
の
変
化
が

発
生
し
、
修
繕
等
の
実
施
に

関
し
適
切
に
検
討
が
必
要
と

さ
れ
る
も
の
。

津波高潮対策で粘り強い構造に改修されたふるさと海岸付近
の堤防（平成28年完成）

国土（地籍）調査の現場（１月８日の作業の様子）

そ
の
他
の
質
問

▼
庁
舎
移
転
後
の
公
共
施

　

設
の
在
り
方
は
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福 永 守 恭

企
業
・
事
業
所
に
支
援
を

高
台
移
転
･
規
模
拡
大
に
支
援地元の人が多く雇用されている高知精工の工場

（大野見大股）

農 5, 林 5, 漁 4 人が就業

農林漁業の評価結果は

問
町
内
の
雇
用
の
場
と
な
っ

て
い
る
企
業
や
事
業
所
に
対

し
、
「
高
台
工
業
用
地
の
整

備
」
「
新
規
地
場
産
業
の
育

成
」
「
事
業
の
拡
大
・
技
術

の
習
得
」
な
ど
へ
の
支
援
の

考
え
は
。

竹
邑
水
産
商
工
課
長
雇
用
の

場
と
な
っ
て
い
る
企
業
・
事

業
所
へ
の
支
援
策
は
重
要
と

問
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
の
中
で
、
「
漁

業
を
目
指
す
後
継
者
の
育

成
」
「
林
業
に
関
す
る
雇
用

の
促
進
」
「
人
材
育
成
と
設

備
投
資
の
支
援
」
、
農
地
の

保
全
と
専
業
農
家
の
担
い
手

の
育
成
を
図
る
た
め
の
「
新

規
就
農
者
に
対
す
る
支
援
」

の
評
価
結
果
は
。

下
元
企
画
課
長
漁
業
を
目
指

す
若
者
の
受
け
入
れ
は
、
平

成
27
年
度
か
ら
平
成
31
年
度

の
計
画
終
了
ま
で
に
７
人
の

新
規
就
業
者
を
確
保
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
お
り
、
平
成

29
年
度
ま
で
に
４
人
が
就
業

し
て
い
る
。

　

林
業
で
は
、
須
崎
地
区
森

林
組
合
管
内
の
林
業
新
規
雇

用
者
を
、
毎
年
２
人
確
保
す

る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。

平
成
29
年
度
ま
で
に
５
人
と

な
っ
て
い
る
。

　

農
業
で
は
、
12
人
の
新
規

就
業
者
の
確
保
を
目
指
し
て

い
る
。
実
績
は
５
人
が
就
業

し
て
い
る
。

平成29年に新規就農し、ミニトマトを栽培している
町田真之介さん（39歳）：大野見奈路のハウスで

ひ
と
・
ま
ち
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
監
視

　
人
口
急
減
・
超
高
齢
化
と

い
う
直
面
す
る
大
き
な
課
題

に
対
し
、
各
地
域
が
そ
れ
ぞ

れ
の
特
徴
を
生
か
し
た
自
律

的
で
持
続
的
な
社
会
を
創
生

す
る
こ
と
を
目
指
す
計
画
。

まち・ひと・しごと創生総合戦略

池
田
町
長
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
よ
う
に
あ
る
程
度
政
府

資
金
を
活
用
し
な
が
ら
地
域

に
根
差
し
た
取
り
組
み
を
し

て
い
く
。
最
終
的
に
は
起
業

す
る
よ
う
な
方
々
を
公
募
し

た
い
。
こ
の
方
た
ち
を
、
み

ん
な
で
一
緒
に
な
っ
て
地
域

の
宝
と
し
て
育
て
、
プ
レ
イ

ヤ
ー
に
な
っ
て
い
た
だ
く
取

り
組
み
が
必
要
で
あ
る
と
思

う
。

認
識
し
て
い
る
。

　

津
波
対
策
と
し
て
高
台
移

転
を
考
え
て
い
る
企
業
や
、

企
業
と
し
て
規
模
拡
大
に
取

り
組
む
と
こ
ろ
に
は
支
援
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

　

町
単
独
で
産
業
振
興
事
業

補
助
金
を
構
え
て
い
る
。
企

業
や
事
業
者
へ
積
極
的
な
支

援
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。
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本 井 康 介

道
の
駅
の
今
後
の
展
開
は

温
泉
の
足
湯
を
集
客
に

新しい場所確保が難しい

再整備計画に不安要素

問
㈱
Ｓ
Ｅ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
決
算
報
告
が
あ
っ
た
が
、

ど
の
よ
う
に
分
析
し
た
の
か
。

ま
た
、
次
期
に
向
け
て
の
考

え
方
、
具
体
的
に
ど
う
い
っ

た
こ
と
を
中
心
に
事
業
を
展

開
す
る
の
か
。

竹
邑
水
産
商
工
課
長
初
年
度

で
あ
っ
た
た
め
、
各
準
備
に

臨
時
経
費
等
も
多
か
っ
た
。

ま
た
、
こ
の
夏
に
相
次
い
だ

台
風
や
豪
雨
に
よ
り
観
光
消

費
マ
イ
ン
ド
が
低
下
し
、
当

初
想
定
し
て
い
た
繁
忙
期
の

収
益
が
確
保
で
き
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
最
終
的
に
は
５
４

８
万
円
ほ
ど
の
純
利
益
が
で

問
大
野
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
今
後

の
計
画
と
状
況
を
聞
い
た
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
や
健
康
増
進

に
加
え
て
防
災
機
能
の
面
で

も
造
る
べ
き
と
思
う
。
し
か

し
、
大
野
と
い
う
立
地
・
内

容
・
予
定
の
高
さ
、
ま
た
事

業
費
に
も
大
き
な
不
安
要
素

が
あ
る
。
町
長
・
教
育
長
の

思
い
は
。

岡
村
教
育
長
の
び
の
び
と
で

き
る
広
さ
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
は

ど
う
し
て
も
必
要
だ
。
新
し

い
場
所
を
確
保
す
る
の
が
難

し
い
状
況
で
あ
る
た
め
、
現

た
。
要
因
は
、
開
業
初
年
度

と
い
う
特
殊
事
情
や
公
的
経

費
で
支
出
す
る
施
設
の
指
定

管
理
料
も
含
め
、
こ
の
利
益

に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
て
い

る
。

　

次
期
に
向
け
て
は
、
今
の

取
り
組
み
を
継
続
し
て
い
く
。

新
港
に
掘
っ
た
温
泉
を
集
客

に
結
び
付
け
る
た
め
、
足
湯

を
配
置
し
よ
う
と
計
画
し
て

い
る
。

鰹
乃
國
水
産
は

問
鰹
乃
国
水
産
は
、
こ
れ
ま

で
の
実
績
が
い
つ
ま
で
も
続

く
と
大
変
だ
。
次
年
度
も
引

き
続
き
や
っ
て
い
く
の
か
。

池
田
町
長
な
か
な
か
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
に
つ
な
が
っ
て
い

な
い
。
新
年
度
に
向
け
て

（
運
営
会
社
を
）
新
た
に
一

般
公
募
す
る
。

新たな展開として足湯の計画がある「道の駅なかとさ」

在
の
大
野
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
再

整
備
に
な
っ
た
。
多
方
面
か

ら
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら

進
め
て
い
け
た
ら
と
思
う
。

池
田
町
長
町
に
専
用
グ
ラ
ウ

ン
ド
が
な
い
こ
と
が
大
き
な

課
題
と
し
て
残
っ
て
い
る
。

開
発
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

ハ
ー
ド
ル
が
あ
る
。
解
決
し

て
い
く
た
め
に
は
、
都
市
公

園
と
し
て
新
た
に
整
備
す
る

考
え
方
も
必
要
だ
。
一
刻
も

早
く
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
整
備
し

た
い
。

　

防
災
的
な
機
能
を
持
た
せ

て
い
く
と
い
う
考
え
方
は
持

っ
て
な
い
。

避
難
訓
練
へ
の
参
加
者
増
を

問
避
難
訓
練
へ
の
参
加
者
が

年
々
減
っ
て
い
る
状
況
だ
が
。

平
田
総
務
課
長
参
加
者
を
増

や
す
た
め
に
も
良
い
方
法
が

な
い
か
検
討
中
だ
。

街
路
灯
か
ら
防
犯
灯
へ
の

切
り
替
え
は

問
街
路
灯
か
ら
防
犯
灯
へ
の

切
り
替
え
が
さ
れ
て
い
る
が

対
策
は
。

平
田
総
務
課
長
老
朽
化
に
向

け
て
補
助
金
を
、
こ
れ
か
ら

探
し
て
い
く
と
い
う
現
状
だ
。

再整備が検討されている大野グラウンド

大野グラウンド
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道
の
駅
、
温
泉
の
活
用
を

相
当
な
Ｐ
Ｒ
効
果
が
あ
る

足湯への利用が計画されている温泉の取水口

問
海
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た

「
道
の
駅
な
か
と
さ
」
の
発

展
・
向
上
の
た
め
に
は
、
何

ら
か
の
仕
掛
け
が
い
る
。

　

凍
結
中
の
温
泉
活
用
を
考

え
ら
れ
な
い
か
。

竹
邑
水
産
商
工
課
長
道
の
駅

の
付
加
価
値
を
高
め
る
手
段

と
し
て
、
足
湯
を
検
討
中
だ
。

　

掘
削
深
が
１
５
０
０
㍍
、

泉
質
は
ナ
ト
リ
ウ
ム
塩
化
炭

酸
水
素
塩
泉
で
俗
に
美
人
の

湯
と
言
わ
れ
る
。
「
美
人
の

足
湯
」
の
命
名
も
い
い
の
で

は
な
い
か
。
相
当
な
Ｐ
Ｒ
効

果
が
生
ま
れ
て
く
る
。

問
（
自
転
車
で
の
）
通
学
生

へ
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
補
助
が
県

議
会
で
成
立
し
、
予
算
化
さ

れ
る
。

学校でアンケート実施

通学生にヘルメットを

　

ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
子
ど
も
を

守
る
と
い
う
こ
と
で
大
事
な

も
の
だ
。
町
と
し
て
補
助
制

度
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

岡
村
教
育
長
県
は
中
高
生
を

対
象
に
一
人
１
０
０
０
円
を

上
限
と
し
て
補
助
す
る
。
町

も
小
中
学
生
を
対
象
に
２
０

０
０
円
を
補
助
し
た
い
。

　

自
転
車
保
有
者
は
小
学
生

２
２
７
人
、
中
学
生
は
１
２

３
人
い
る
が
、
早
急
に
学
校

で
「
購
入
予
定
ア
ン
ケ
ー
ト
」

を
取
る
。

御
神
穀
祭
を
持
続
可
能
に

問
久
礼
八
幡
宮
は
、
久
礼
・

上
ノ
加
江
の
総
鎮
守
だ
。
氏

神
と
し
て
、
足
利
義
満
の
時

代
に
関
東
か
ら
勧か

ん
じ
ょ
う請
と
伝
わ

る
。
御お

神み

穀こ
く

祭さ
ん

は
五
穀
豊ほ

う
じ
ょ
う穣
、

安あ
ん
ね
い寧
を
祝
う
儀
式
と
し
て
始

ま
っ
た
。
現
代
で
言
う
経
済

発
展
、
平
和
を
願
う
行
事
だ
。

　

か
つ
て
、
た
い
ま
つ
は
上

ノ
加
江
や
安
和
か
ら
も
出
て

い
た
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
の
核
だ
っ
た
が
、
い
ま
は

久
礼
だ
け
に
な
っ
て
い
る
。

　

文
化
庁
の
「
記
録
作
成
の

そ
の
他
の
質
問

▼
外
国
人
に
対
す
る
町
の

　

姿
勢

▼
行
政
懇
談
会
は

▼
学
校
統
廃
合
・
旧
廃
校

　

施
設
の
運
営
方
針
は

▼
自
由
と
民
権

措
置
を
講
ず
べ
き
無
形
の
民

俗
文
化
財
」
と
し
て
取
り
組

み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
御

神
穀
祭
は
、
地
域
の
歴
史
・

伝
統
・
文
化
だ
。
何
と
か
し

て
復
活
し
た
い
と
い
う
声
が

あ
る
。

　

持
続
可
能
な
仕
組
み
づ
く

り
が
提
言
で
き
る
第
三
者
を

交
え
た
組
織
が
つ
く
れ
な
い

か
。

岡
村
教
育
長
趣
旨
は
よ
く
わ

か
る
。
行
政
と
し
て
積
極
的

に
特
定
の
宗
教
団
体
や
宗
教

に
優
先
権
を
与
え
る
こ
と
は

憲
法
に
抵
触
す
る
。

　

で
き
る
か
ど
う
か
検
討
し

て
い
き
た
い
。

自転車通学する久礼中学校の生徒
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12
月
定
例
会
の
初
日
（
12
月
７
日
）、
総
務
・
産
業
建
設
・

教
育
民
生
の
各
常
任
委
員
長
か
ら
議
会
閉
会
中
の
委
員
会
の

活
動
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

委
員
会
活
動
報
告

　

大
野
見
集
落
活
動
セ
ン
タ

ー
の
活
動
と
豪
雨
時
の
危
険

箇
所
の
調
査
お
よ
び
公
共
交

通
の
調
査
を
し
た
。

　

「
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
み

な
み
」
で
は
、
事
業
・
福

祉
・
活
性
化
の
３
部
会
で
活

動
し
て
お
り
、
月
１
回
の
弁

当
の
配
食
・
道
路
の
草
刈
な

ど
を
し
て
い
る
。
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
が
予
定

さ
れ
て
お
り
、
今
後
百
万
円

ほ
ど
の
収
益
が
見
込
ま
れ
る
。

こ
れ
を
事
業
参
加
者
へ
の
賃

金
の
支
払
い
や
、
若
者
が
参

加
す
る
組
織
づ
く
り
に
充
て

る
と
報
告
を
受
け
た
。

　

防
災
の
調
査
で
は
、
豪
雨

災
害
危
険
箇
所
の
説
明
を
受

け
た
。
委
員
か
ら
は
、
日
ご

ろ
か
ら
避
難
場
所
の
周
知
や

情
報
発
信
の
在
り
方
を
検
証

し
、
改
善
す
る
よ
う
求
め
る

意
見
が
出
た
。

　

公
共
交
通
の
調
査
で
利
用

者
が
平
成
28
年
度
を
ピ
ー
ク

に
減
少
し
て
い
る
と
説
明
を

受
け
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
に
は
新
規
路
線
や
休
止
路

線
の
復
活
の
要
望
も
あ
る
。

住
民
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
利

便
性
の
高
い
公
共
交
通
の
維

持
を
求
め
た
。

集
落
で
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置

集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
調
査

総
務
常
任
委
員
会

大野見南地区の地域活動の拠点と
なる「集落活動センターみなみ」

山
口
県
・
広
島
県
の
道
の
駅
を
視
察

災
害
被
害
箇
所
・
道
の
駅
を
調
査

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　

上
ノ
加
江
押
岡
、
久
礼
川

崎
地
区
の
被
害
箇
所
の
現
地

調
査
を
行
い
、
建
設
課
と
農

林
課
か
ら
聞
き
取
り
調
査
を

行
っ
た
。

　

11
月
６
日
／
７
日
に
は
山

口
県
・
広
島
県
の
道
の
駅
を

視
察
し
、
現
地
で
担
当
者
の

説
明
を
受
け
た
。
集
荷
、
宅

配
、
移
動
販
売
な
ど
の
取
り

組
み
、
販
売
促
進
活
動
、
出

荷
促
進
活
動
、
出
荷
登
録
者

の
増
加
に
向
け
た
取
り
組
み

で
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
こ

れ
に
加
え
、
建
物
の
防
災
機

能
な
ど
の
話
も
聞
く
こ
と
が

で
き
、
非
常
に
参
考
と
な
っ

た
。

　

今
回
の
４
カ
所
の
視
察
を

決
し
て
無
駄
に
す
る
こ
と
な

く
、
得
ら
れ
た
特
色
あ
る
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
へ
の
効
果
を
、

あ
ら
ゆ
る
場
面
を
と
ら
え
て

伝
え
て
い
き
た
い
。

山口県の「道の駅ソレーネ周南」で、市役所の担当者から
説明を受ける産業建設常任委員　　　　　　　　　　　　

図
書
館
整
備
に
向
け
検
討

町
内
３
カ
所
の
図
書
室
な
ど
を
調
査

教
育
民
生
常
任
委
員
会

　
（
資
源
ご
み
を
処
理
す
る
）

ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
施
設
と
火

葬
場
の
調
査
を
実
施
し
た
。

　

ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
は
、

缶
・
瓶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ほ

か
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
目
的
に

町
社
協
に
運
営
委
託
し
て
い

る
。
今
後
、
人
口
減
に
伴
う

資
源
物
の
減
少
、
施
設
や
機

械
の
老
朽
化
へ
の
対
応
が
課

題
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

　

火
葬
場
は
昭
和
60
年
度
に

設
置
さ
れ
、
平
成
19
年
度
に

火
葬
炉
を
改
修
し
た
。
嘱
託

職
員
１
人
で
年
間
１
０
０
体

前
後
火
葬
し
て
い
る
。
施
設

の
老
朽
化
、
職
員
の
高
齢
化

に
伴
い
、
今
後
、
広
域
化
も

含
め
た
運
営
体
制
の
検
討
が

必
要
だ
。

　

次
に
文
化
館
・
上
ノ
加
江

公
民
館
・
大
野
見
青
年
の
家

の
３
カ
所
の
図
書
室
を
調
査

し
た
。
蔵
書
数
は
３
カ
所
で

約
３
万
２
５
０
０
冊
あ
る
。

　

今
後
、
図
書
館
整
備
計
画

策
定
委
員
会
を
設
置
し
、
検

討
す
る
と
の
報
告
を
受
け
た
。

教育委員会から今後の図書室への考え方の説明を
受ける教育民生常任委員　　　　　　　　　　　
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●平成31年度予算編成方針
　重点施策には、「海の力・山の力・川の力、
協働でつくる誇りの持てるまち」に基づき取り
組む。

●公共施設の移転事業
　用地整備工事は全て完了した。12月３日に新
庁舎建設工事の起工式が行われ、2020年秋の完
成に向け工事を進めていく。

●行政懇談会
　９月25日から10月29日まで23会場で開催し、
138人の参加を頂いた。

●防災行政
　11月４日、一斉避難訓練が行われ1551人が参
加した。防災関連工事では、矢井賀地区で県道
から高台に続く避難路の改良工事に着手した。
その他、住宅耐震工事 22 件、ブロック塀耐震
事業14件、家具の転倒防止対策は29件に上った。

●道の駅なかとさ
　開業から１年５カ月を迎え、累計来場者約
47万人、全体売上高５億円に達する見込みだ。
最終的な収益は約500万円の黒字になった。し
かし、今後一層の経営努力が必要と感じている。

●外国客船モニター・駐日大使視察ツアー
　10月20日、外国船乗組員のモニターツアー、
10月26日に駐日大使の視察ツアーを実施した。
改めて町の魅力を再認識していただいた。

●中城守氏表彰
　前教育長の中城守氏
が文部科学大臣より、
地方教育行政功労
者表彰を受けた。

新庁舎2020年秋の完成目指す 池田町長の行政報告

12月定例会での池田町長

　10月17日、岡山県浅口市議会、11月28日には、
仁淀川町議会の皆さんが本町を訪れました。
　浅口市議会の皆さんは防災対策や道の駅、仁
淀川町議会の皆さんは本町議会のインターネッ
ト中継システムを視察し、意見交換を行いまし
た。

　

　12月18日、老連グラウンドゴルフ部や社会福
祉協議会の協力のもと「第11回議長杯グラウン
ドゴルフ大会」が開催されました。
　議員12人全員と23人の町民の皆さんが、和気
あいあいと交流を深めることができました。

左から中城議長、準優勝の池田善彦さん、優勝した西村源明
さん、第 3 位の味元磯江さん、福永副議長　　　　　　　　

上が浅口市議会、下が仁淀川町議会の皆さんとの意見交換

グラウンドゴルフで交流グラウンドゴルフで交流

浅口市議会・仁淀川町議会

の皆さんが本町を視察

浅口市議会・仁淀川町議会

の皆さんが本町を視察
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今
号
で
は
、
下
元
議
員
が

平
成
29
年
12
月
定
例
会
で
質

問
し
た
「
久
礼
中
島
地
区
の

液
状
化
」
の
質
問
を
追
跡
し

ま
し
た
。

【
平
成
29
年
12
月
定
例
会
】

地
域
防
災
計
画
の
被
害

想
定
に
液
状
化
に
よ
る
被
災

が
あ
る
。
中
島
・
末
広
町

は
、
元
は
田
で
あ
っ
た
。
２

号
避
難
タ
ワ
ー
（
八
千
代
タ

ワ
ー
）
、
久
礼
小
学
校
に
上

が
る
避
難
路
ま
で
の
避
難
す

る
道
路
等
の
耐
震
強
度
の
調

査
が
必
要
で
は
な
い
か
。

県
が
公
表
し

て
い
る
液
状
化
可
能
性
予
想

図
で
は
、
久
礼
地
区
は
液
状

化
の
可
能
性
が
な
い
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

お
お
む
ね
道
路
機
能
は
確
保

で
き
る
と
想
定
し
て
い
る
。

　

調
査
は
し
て
い
な
い
の
で
、

関
係
機
関
等
か
ら
指
導
を
受

け
な
が
ら
、
住
民
の
不
安
を

取
り
除
く
た
め
、
調
査
の
検

討
を
し
た
い
。

「ありゃ「ありゃ「ありゃ
どうなっちゅうぜよ」どうなっちゅうぜよ」どうなっちゅうぜよ」

■
そ
の
後
の
対
応

問

　

以
前
の
ボ
ー
リ
ン
グ
デ
ー

タ
を
利
用
し
て
検
討
を
行
い
、

地
表
面
の
沈
下
量
を
算
出
し

た
が
、
液
状
化
で
は
避
難
に

支
障
が
生
じ
な
い
程
度
と
い

う
結
果
と
な
っ
た
。

（
建
設
課
）

★
子
育
て
支
援
や
、
地
域
の
大
切

さ
を
子
ど
も
に
し
っ
か
り
教
え
、

若
者
を
地
域
で
育
て
る
こ
と
。

地
元
の
人
し
か
で
き
な
い
こ
と

な
ど
、
後
継
者
を
育
て
る
対
策

を
真
剣
に
議
論
し
て
ほ
し
い
。

★
道
の
駅
を
造
る
こ
と
も
よ
い
が
、

町
内
の
商
店
の
こ
と
も
考
え
て
ほ

し
い
。

中城重則議長

声
昨
年
度
実
施
し
た
議
会
広
報
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
か
ら
、

町
民
の
皆
さ
ま
の
「
声
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

子育て支援や後継者対策の議論を！
　　　　　町内の商店のことも考えて！

地質調査の様子と（左）と八千代タワーから望む中島地区（右）

　

自
動
車
の
普
及
に
よ
る
勤
務

地
の
遠
隔
化
な
ど
に
よ
り
、
近

隣
の
大
型
店
で
買
い
物
を
済
ま

せ
る
な
ど
、
町
内
の
商
店
は
厳

し
さ
を
増
す
ば
か
り
で
す
。

　

議
会
で
も
、
町
内
商
店
育
成

の
質
問
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ

が
町
の
政
策
に
反
映
さ
れ
て
い

な
い
の
が
現
実
で
す
。

　

「
道
の
駅
」
が
、
設
置
目
的

の
と
お
り
、
町
内
各
産
業
に
波

及
効
果
を
も
た
ら
す
よ
う
、
議

会
と
し
て
も
提
案
を
続
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

大
変
重
要
な
問
題
と
考
え
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
解
決
が
難

し
い
課
題
で
も
あ
り
ま
す
。

　

学
校
で
は
「
ふ
る
さ
と
学

習
」
も
行
っ
て
い
ま
す
が
、
若

者
の
流
出
に
歯
止
め
が
か
か
り

ま
せ
ん
。
後
継
者
不
足
も
深
刻

さ
を
増
す
ば
か
り
で
す
。

　

議
会
で
も
「
子
育
て
支
援
」

な
ど
の
先
進
地
を
視
察
し
研
修

も
行
っ
て
い
ま
す
。
一
般
質
問

で
も
町
の
政
策
を
問
う
も
の
や

奨
学
資
金
な
ど
個
別
の
質
問
は

行
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
課
題

の
総
合
的
な
提
案
に
至
っ
て
い

な
い
の
が
現
実
で
す
。

山
田
建
設
課
長

最
大
沈
下
量

　

道
路
部
15
・
8
㌢

　

民
地
側
14
・
１
㌢

　
段
　
差
1
・
7
㌢

　
執
行
部
に
、
こ
れ
ら
の
政

策
を
実
現
さ
せ
る
に
は
、
議

員
個
々
が
さ
ら
に
勉
強
し
、

「
質
問
力
」
を
上
げ
、
「
提

案
型
」
の
質
問
が
で
き
る
よ

う
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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私たちは、こんなことをしています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議　員　名
　　日付・会議等

黒
原
　
昭
一

山
本
　
建
生

山
下
世
仁
子

岡
　
伊
三
男

本
井
　
康
介

松
下
　
裕
之

下
元
　
道
夫

佐
竹
　
敏
彦

窪
田
　
和
教

高
橋
　
雄
造

福
永
　
守
恭

中
城
　
重
則

10月 4日 議会広報常任委員会（中土佐庁舎） ○ ○ ○ ○

10月12日 第12回高幡町村議会議長会親睦体育大会（梼原町） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10月15日 平成30年度行政実務研修（高知城ホール） ○ ○ ○ ● ○ ○

10月17日 産業建設常任委員会（中土佐庁舎・町内） ○ ○ ○ ○ ○

10月18日 第59回四国地区町村議会議長会研修会
（県民文化ホール） ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ● ○ ○ ○

10月19日 議会広報常任委員会（中土佐庁舎） △ ○ ○ ○

10月25日 平成30年度トップセミナー（県民文化ホール） ○ ○ ○ ○ ○ ○

10月26日 総務常任委員会（中土佐庁舎・町内） ○ ○ ○ ○ ○

10月29日 教育民生常任委員会（中土佐庁舎・町内） ○ ○ ○ ○ ○

10月30日
　　 31日 地方議員研究会（東京都） ○

11月 5日

全員協議会（中土佐庁舎） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会運営委員会（中土佐庁舎） ○ ○ ○ ○ ○

第３回臨時会（中土佐庁舎） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11月 6日
　　　7日 産業建設常任委員会（山口県・広島県） ○ ○ ○ ○ ○

11月 8日 教育民生常任委員会（中土佐庁舎・町内） ○ ○ ○ ○ ○

11月13日
　　 14日 地方議員研究会（京都府） ○ ○ ○

11月16日 議会運営委員会（中土佐庁舎） ○ ○ ○ ○ ○

12月 3日 議会運営委員会（中土佐庁舎） ○ ○ ○ ○ ○

12月 7日

12月定例会 〈１日目〉（中土佐庁舎） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全員協議会（中土佐庁舎） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 公

議会広報常任委員会（中土佐庁舎） ○ ○ ○ ○

12月11日
12月定例会〈２日目〉（中土佐庁舎） ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

教育民生常任委員会（中土佐庁舎） ○ ○ ○ ○ ○

12月12日

12月定例会 〈３日目〉（中土佐庁舎） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全員協議会（中土佐庁舎） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

総務常任委員会（中土佐庁舎） ○ ○ ○ ○ ○

産業建設常任委員会（中土佐庁舎） ○ ○ ○ ○ ○

12月14日 12月定例会 〈４日目〉（中土佐庁舎） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12月18日 第11回議長杯グラウンドゴルフ大会
（大野見奈路グラウンドゴルフ場） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

≪各議員の出欠状況（平成30年10月１日～平成30年12月3日≫

○・・・出席　　●・・・欠席　　　・・・一部欠席　　公  ・・・他の公務による途中退席　　／・・・所属委員等でない
※ここでは本会議、委員会、議会の議決による派遣、その他議長が参加・出席を要請した活動のみを掲載しています。
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議員は何をしゆうが？
●10月　
　２ 日　　　なくせじん肺全国キャラバン訪問【（代理）副議長】（中土佐庁舎）
　３ 日　　　平成30年第２回（10月）高幡東部清掃組合議会定例会【議長・議選組合委員】
　　　　　　（高幡東部清掃組合）
　８日　　　久礼保育所運動会
　17日　　　岡山県浅口市議会視察受入【議長・総務常任委員長・産業建設常任委員長】
　21日　　　第13回大野見しんまいフェスタ（ＪＡ四万十大野見支所）
　23日　　　四国横断自動車道高知県建設促進期成会四国地方整備局へ要望（香川県／サンポート合同庁舎）
　27日　　　新越知町制60周年記念式典（越知町）
　28日　　　第９回北地区ふれあい運動会（旧北小学校グラウンド）

≪議長の主な活動状況（平成30年10月１日～平成30年12月31日）≫

●11月　
　１ 日　　　高知県戦没者追悼式（県民文化ホール）
　３ 日　　　上ノ加江地区民運動会（上ノ加江中学校）
　７ 日　　　四国横断自動車道高知県建設促進期成会国土交通省・国会議員へ要望（東京都／国土交通省ほか）
　９ 日　　　第70回関東高知県人大懇親会（東京都／東武ホテルレバント東京）
　11日　　　明治150年記念式典（高知市／高知ぢばさんセンター）
　17日　　　一般国道56号線片坂バイパス開通式・祝賀会（四万十町・黒潮町）
　19日　　　地方議会活性化シンポジウム（東京都／シェラトン都ホテル東京）
　20日　　　県選出国会議員と町村議会議長との意見交換会（東京都／ホテルルポール麹町）
　21日　　　第62回町村議長全国大会（東京都／ＮＨＫホール）
　　　 　　　中土佐分署消防用指揮車・救助資機材の贈呈式並びに入魂式【（代理）副議長】（久礼八幡宮ほか）
　22日　　　第12回高幡町村議会議長会県外研修（千葉県）
　28日　　　仁淀川町議会視察受入
　30日　　　忠霊塔周辺整備工事完成に伴う神事（忠霊塔前広場）

●12月　
　３ 日　　　新庁舎起工式（町内）
　　　 　　　高知県町村議会議長会理事会（高知市／自治会館）
　５ 日　　　高幡広域市町村圏事務組合との打ち合わせ（中土佐庁舎）
　６ 日　　　平成30年第３回（12月）高幡東部清掃組合議会臨時会【議長・議選組合委員】
　　　　　　（須崎市／総合保健福祉センター）
　　　 　　　平成30年第２回津野山養護老人ホーム組合議会定例会（須崎市／総合保健福祉センター）
　　　 　　　平成30年第２回高陵特別養護老人ホーム組合議会定例会（須崎市／総合保健福祉センター）
　　　 　　　第58回高幡障害者支援施設組合議会定例会（須崎市／総合保健福祉センター）
　　　 　　　平成30年12月高幡広域市町村圏事務組合議会臨時会（須崎市／総合保健福祉センター）
　　　 　　　高幡消防組合議会第141回定例会（須崎市／総合保健福祉センター）
　７ 日　　　救急車入魂式（久礼八幡宮ほか）
　15日　　　美術館大賞展表彰式並びに祝賀交流会（文化館・黒潮本陣）
　21日　　　高幡西部養護老人ホーム組合議会（文化館）

安倍首相も出席した第62回町村議会議長全国大会（11月21日） 千葉市役所で買い物弱者対策などへのドローンの運用などを
研修した高幡町村議長会県外研修（11月22日）
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中
土
佐
町
議
会
だ
よ
り

発
行
／
高
知
県
中
土
佐
町
議
会
　
発
行
人
／
議
長
　
中
城
　
重
則
　
編
集
／
議
会
広
報
常
任
委
員
会

〒
7
8
9
-1
3
0
1
　
高
知
県
高
岡
郡
中
土
佐
町
久
礼
6
6
0
2
-2

電
話
（
0
8
8
9
）
5
2
-2
4
1
0
（
直
通
）　
F
A
X
（
0
8
8
9
）
5
2
-4
8
5
0
（
直
通
）

中
土
佐
町
議
会
広
報
常
任
委
員
会

委
員
長
　
下
元
　
道
夫

副
委
員
長
　
窪
田
　
和
教

委
　
　
員
　
山
本
　
建
生

　
　
　
　
　
高
橋
　
雄
造

つ
ぶ
や
き

　

５
年
前
、
新
人
議
員
と
し
て
、
初
め
て
の
一
般
質
問
を
終
え
、

興
奮
冷
め
止
ま
ぬ
ま
ま
で
「
つ
ぶ
や
き
」
を
書
い
た
。
そ
の

時
は
「
い
つ
ま
で
も
新
人
で
は
な
い
ぞ
」
と
自
分
に
言
い
聞

か
せ
る
よ
う
に
書
い
た
記
憶
が
あ
る
。

　

こ
の
５
年
間
で
、
新
港
背
後
地
開
発
や
庁
舎
移
転
問
題
な

ど
長
年
の
懸
案
事
項
が
解
決
し
順
調
に
計
画
が
進
行
し
て
い

る
。

　

１
期
目
は
、
議
案
審
議
だ
け
で
な
く
、
庁
舎
位
置
を
決
め

る
住
民
投
票
条
例
廃
止
議
案
や
修
正
動
議
な
ど
が
数
多
く
提

出
さ
れ
、
賛
否
が
拮き

っ
こ
う抗
し
た
緊
張
感
あ
る
議
会
で
あ
っ
た
よ

う
に
思
う
。

　

任
期
満
了
に
伴
う
選
挙
に
よ
り
３
人
が
新
た
な
議
員
と
な

り
、
早
１
年
が
過
ぎ
た
。
今
度
の
議
会
も
論
客
そ
ろ
い
で
、

よ
く
勉
強
さ
れ
て
お
り
執
行
部
も
油
断
は
で
き
ま
い
。

　

大
変
刺
激
を
受
け
た
１
年
と
な
っ
た
。新
た
な
決
意
を
も
っ

て
、
平
成
か
ら
次
の
新
し
い
時
代
を
迎
え
た
い
。

中
土
佐
町
議
会
議
員　

黒
原　

昭
一

　

今
年
度
の「
議
会
だ
よ
り
」

の
表
紙
の
写
真
は
「
地
域
で

頑
張
る
仲
間
」
を
取
り
上
げ

て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
矢
井
賀
地
区
で

モ
ー
ニ
ン
グ
づ
く
り
に
か
か

わ
る
仲
間
た
ち
で
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

矢
井
賀
地
区
の
人
口
は
、

平
成
18
年
12
月
末
の
３
６
３

人
か
ら
１
３
０
人
減
少
し
、

２
３
３
人
（
12
月
末
現
在
）

と
な
っ
て
お
り
、
高
齢
化
率

は
62
㌫
に
も
上
り
ま
す
。

　

矢
井
賀
の「
モ
ー
ニ
ン
グ
」は
、

地
域
の
つ
な
が
り
を
深
め
よ

う
と
、
地
元
の
女
性
た
ち

が
11
年
前
に
始
め
ま
し
た
。

「
モ
ー
ニ
ン
グ
」
は
、
第
５

土
曜
日
を
除
く
毎
週
土
曜
日

に
、
矢
井
賀
高
齢
者
コ
ミ
ュ

ニ
テ
イ
ー
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

以
前
は「
蜑あ

ま

の
里
や
い
か
」

と「
矢
井
賀
を
よ
く
す
る
会
」

の
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
行
っ

て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
12
月
、

「
矢
井
賀
を
よ
く
す
る
会
」

と
し
て
一
つ
に
ま
と
ま
り
、

今
は
８
人
の
メ
ン
バ
ー
が
交

代
で
行
っ
て
い
ま
す
。
毎
回

40
人
前
後
の
人
が
集
ま
っ
て

お
り
、
志
和
か
ら
も
常
時
４

人
の
方
が
、
上
ノ
加
江
・
久

礼
・
大
野
見
か
ら
も
お
い
で

に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

こ
の
中
に
は
80
～
90
代
の

方
も
お
い
で
で
、
安
否
確
認

の
役
割
も
果
た
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
食
料
品
店
の
な
い
地

域
の
中
で
、
ち
ら
し
寿
司
や

お
か
ず
、
そ
れ
に
野
菜
な
ど

も
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。「
モ

ー
ニ
ン
グ
」
は
地
域
の
中
で

好
評
で
、
有
意
義
な
取
り
組

み
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　今回の主な内容
●平成30年12月定例会・第3回臨時会
　　議案審議 ………………………
　　主な議案と議員の賛否 ………
　　一般質問 ………………………
　　委員会活動報告 ………………
　　行政報告 ………………………
●追跡・声 …………………………
●議員の活動状況 …………………
●地域で頑張る仲間 ………………

２
４
５
13
14
15
16
18

矢井賀地区でのモーニング（P18参照）

議会だより
No.52
平成31年２月25日発行

12 月 定 例 会
第３回臨時会

■一般会計補正予算を訂正  ･･････････････２

■傍聴規則を改正  ･････････････････････････････３

■７人の議員が一般質問  ･･････････････････５

矢井賀をよくする会の皆さんから

　大野見も矢井賀に見学に来て始めた。他のところにもあったらいいと思
う。イベントのときなどは、地元との交流のため、議員もぜひ足を運んで
ほしい。

取材当日に担当していた「矢井賀をよくする会」のメンバーの皆さん

モーニングの会場の矢井賀高齢者
コミュニティーセンター　　　　

地元で好評のちらし寿司や野菜の販売

多くのお客さんで賑わうモーニング

（
今
号
の
表
紙
）
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